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看護学科における初年次教育の取り組み
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＜要　旨＞
　本稿では 2018 年度より全学的にスタートした初年次教育（初年次セミナー）の看護学科における教育プログラムを
検討し、実施したので報告する。
　「初年次セミナー」では、1 年生を対象に、スタディ・スキルズの基本を学び強化を図った。さらに、看護専門職と
してのキャリアデザインと将来の進路への動機づけとなる内容を含めた。スタディ・スキルズの修得には、スモールス
テップ法を用い、レポートは文字数と課題のレベルをあげていった。学生の到達度自己評価では 90％以上のものが目
標を達成した。また、図書館等の利用率も高かった。今後は、教育プログラムの改善に向けて評価指標の検討を行う。
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Ⅰ．はじめに

　少子化の影響を受け 18 歳未満の人口減少と進学率
の上昇に伴い、大学は全入時代を迎えている。また、
各大学で実施されている入試方法の多様化がこのよう
な状況に拍車をかけ、結果的に学習意欲の低下や目的
意識の希薄な学生が多く進学することになった。その
ような中、2008 年に中央教育審議会は、「学士課程教
育の構築に向けて（答申）」で、初年次教育の必要性を
提言した１）。文部科学省は、初年次教育について、「高
等学校から大学への円滑な移行を図り、大学での学問
的・社会的な諸条件を成功させるべく、主として大学
新入生を対象に作られた総合的教育プログラム」と定
義している２）。平成 27 年度の大学における教育内容等
改革状況調査によると、97％の大学が初年次教育を実
施しており、初年次教育の具体的内容は「レポート・
論文の書き方などの文章作法を身に付けるためのプロ
グラム」88.6％、「プレゼンテーションやディスカッ
ション等の口頭発表技法を身に付けるためのプログラ
ム」82.3％となっている２）。このように初年次教育は、
高校までの学習と大学での学び（学修）とのギャップ
を埋め、大学での本来の学びのために、ますます重要

である。
　現在、看護系大学では 8 割以上が初年次教育を実施
しており３）、教育の効果・評価の試みがなされている。
看護系大学における初年次教育の先行研究では、スキ
ルの向上を目的とした「聴く力」４）、「読む力」５）、「書く
力」６）、や「討議法」７）の教育効果を分析したもの、
社会人基礎力の向上との関連について検討したも
の８，９，10）、さらに、自己教育力・自己管理能力に焦点
をあてたもの 11）がある。
　本学看護学科では、従来、少人数の学生を対象にア
ドバイザー制度を導入し、1 年生の学習支援と生活支
援をアドバイザーが担ってきた。2006 年度からは学科
のカリキュラム改定に伴い、専門基礎教育科目の中に
基礎学習演習ゼミを配置し、初年次教育を実施した。
2009 年度には初年次教育プログラムの充実を図るた
め、初年次・2 年次教育へと移行した。2018 年度には、
全学的に教養教育（総合人間科学）の見直しがなされ、
初年次教育は、初年次セミナーとして教養教育（総合
人間科学）のなかで、全学全学科共通科目として実施
されることになった。初年次セミナーはⅠ（前期）と
Ⅱ（後期）からなり、講義内容は、全学科共通講義を
基盤に、学科独自の内容を取り入れた形で構成されて
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いる。
　看護学科では今までの初年次教育の実績を踏ま
え 12，13，14）、学生の自己評価が低かった【書く力】と

【考える力】12）に重点をおいて教育プログラムを検討し、
初年次教育・初年次セミナーのあり方、方法について
議論を積み重ね、実施にいたった。本稿ではその教育
プログラムの内容と学生の授業評価、その課題につい
て報告する。

Ⅱ．初年次セミナーの概要・授業内容

１．初年次セミナーのカリキュラム上の位置づけ
　看護学科における初年次セミナーのカリキュラム上
の位置付けを図 1 に示す。
　看護学科のカリキュラムは、総合人間科学と専門教
育科目から構成されている。総合人間科学は、キリス
ト教を基盤とする総合的視点と豊かな人間性を養うた

図 1　初年次セミナーのカリキュラム上の位置づけ
   ＊看護学教育モデル・コア・カリキュラム 平成 29 年 10 月
   　大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会 15）
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めの教養教育課程であり、初年次セミナーは、その中
に位置づけられている。
　初年次セミナーⅠでは、1 年生を対象に、大学で学
ぶためのスタディ・スキルズの基本である「聴く」、「調
べる」、「読む」、「書く」、「考える」の強化を目的とし
ている。初年次セミナーⅡでは、初年次セミナーⅠの
学びの強化と定着を図り、加えてプレゼンテーション
の力を身につける。また、他者に伝える力、物事を多
面的・多角的に捉えて思考する力を身につける。
　看護学科では、初年次セミナーを専門教育科目（「看
護を学ぶための基礎」、「看護実践の基礎」、「看護実践
の応用」、「看護実践の統合」、「看護の発展」）の基盤科
目と位置づけ、専門教育を学ぶための導入科目として
いる。
　そのため初年次セミナーには、上記スタディ・スキ
ルズの修得のみならず、看護専門職としてのキャリア
デザインと将来の進路への動機づけとなる内容も含め
た。また、看護系人材として求められる 9 つの基本的
な資質・能力（「看護学教育モデル・コア・カリキュラム」，
2017）15）のうち、「コミュニケーション能力」、「科学的
探究」の育成につながるように基礎的スタディ・スキ
ルズおよび情報収集の修得の強化を目指した。
　なお、科目担当教員は 10 名で看護専門職・専門
基礎・教養系の教員で構成した。教員 1 名が約 10 名
の学生を担当した。グループの主体性や対話を促す効
果 10）をねらい 10 名を 2 グループにわけ、1 グループ 5
名でグループワークを行わせるようにした。

２．初年次セミナーの講義概要と内容
１）初年次セミナーⅠ
　初年次セミナーⅠの講義概要と内容を図 2 に示す。
　初年次セミナーⅠは、前期に開講する 1 単位 30 時
間（15 回）の必修科目である。講義計画の内容を検討
するに際し、前田らが報告した「初年次教育実施後の
学生の自己評価」を参考に 12）、「形式的レポート作成力」、

「意見と事実を分けて書く力」、「論理的構成力」の強化
に重点を置き講義計画を立てた。加えて、学生のキャ
リアデザインと将来の進路への動機づけのために、「な
ぜ看護学科を選んだのか」というテーマでラベルワー
クを活用しグループで話し合わせた。さらに、臨床現
場の看護師に「看護の世界」について講義をしてもら
い、意見交換とその内容をミニレポートにまとめさせ
た。
　本科目の講義概要は４つの Step からなり、「学びの
基礎」、「ミニレポート作成」、「課題レポート作成」、「課

題発表」としており、基本的なスタディ・スキルズ（聴
く、調べる、読む、書く、考える、話す）に、看護学
科独自に「語る」を追加し、7 つの力を個人ワークと
グループワークを通して学習する構成とした。なお、

「話す」は言葉で伝える、「語る」は論理的に相手に伝
える、と定義した。
　Step1「学びの基礎」は、講義回数 5 回で、レポー
ト作成に必要な学びの基本を中心に講義を実施した。
全学共通講義として、問題意識をもち学修する必要性
や講義の聴き方、ノートの取り方、情報倫理の基本な
どを学び大学教育の導入を図った。その後、学科で検
討した講義内容として、レポートの書き方・本の読み
方や文献カード記載方法を学ばせた。さらに看護学科
では、ポートフォリオの作成を導入したため、その概
要についても説明を行った。情報倫理教育は「情報シ
ステム課」と、 図書・雑誌検索は「図書課」と連携し
行った。学生には、基本スキル習得に向け、受講後に
毎回 500 字程度で講義概要をまとめ、受講後の疑問点
や調べたことを記載するよう指導した。
　次に Step2 ～ 4 はレポート作成に必要なスタディ・
スキルズを、繰り返し鍛錬することで、基本スキルを
獲得できるような講義内容にした。
　まず、Step2 では、「ミニレポートの作成」を行った。
講義回数は 3 回（スタディ・スキルズ習得 1）で、学
生には 1,000 字程度でレポート作成を課した。ミニレ
ポートでは教員が提示したレポート課題について構成
を考えレポート作成を行わせた。
　Step3「課題レポート作成」は、講義回数 2 回（ス
タディ・スキルズ習得 2）で、2,000 字程度のレポー
トを作成した。内容は、『看護に関わること』からグルー
プで課題を見いだし、文献検討を行い、課題を明確化
する過程を経て、それぞれの課題についてレポートを
作成させた。
　さらに、Step4「課題発表」は、講義回数 2 回（ス
タディ・スキルズ習得 3）で、課題レポートの要旨を
200 字程度で作成しグループ内で発表させ、質疑応答
を行わせた。そして学生間での質疑応答をもとにレ
ポートの修正をさせた。
　以上、初年次セミナーⅠでは、スモールステップ法
を用いて、500 字程度から 2,000 字と一気に文字数を
増やさず、段階的に文字数を増やす取り組みと、与え
られた課題から自ら考えて課題を見出すというよう
に、レベルを上げつつスキルを磨くという授業設計に
した。
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図 2　初年次セミナーⅠ　講義概要（A）と内容（B）
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2）初年次セミナーⅡ
　初年次セミナーⅡの講義概要と内容を図 3 に示す。
　初年次セミナーⅡは、後期に開講する 1 単位 30 時
間（15 回）の必修科目である。
　本科目の講義概要は 4 つの Step からなり、「学びの
基礎」、「課題レポート→小冊子作成」、「課題レポート
→発表準備」、「課題発表」としており、基本的なスタ
ディ・スキルズの強化・鍛錬に加え、「発表する」「討
論する」など９つの力を個人ワークとグループワーク
を通して学習するような構成とした。学生は、他者と
協働しながら学習を進めていく。加えて、学生のキャ
リアデザインと将来の進路への動機づけのために、4
年生から「学びの必要性について」の話をしてもらった。
　Step1「学びの基礎」は、講義回数 2 回で、初年次
ⅠからⅡへの学びの導入とした。共通講義として、初
年次セミナーⅠで学んだスキルを鍛える必要性につい
て講義した。また、初年次セミナーⅠで習得が難しい
と思われる文献収集については、再度講義を行った。
新たな内容として、クリティカルシンキングの必要性、
発表および討論する力、研究倫理について講義を行っ
た。
　次に Step2 ～ 3 は、課題レポートを作成した上で、
その課題を Step4 の発表に繋いだ。「課題レポート→
小冊子作成」は、講義回数 7 回（スタディ・スキルズ
習得 1）で、『前期での学びから課題を見いだす』よう
に指示し、各グループで課題テーマについて文献検討
を行い、１グループ 5 人で 5 つの項目（以下章とする）
を考えさせた。
　学生は 1 人 1 章を担当し、2,000 字程度のレポート
作成を行った。作成したレポートについては、グルー
プ内で発表、質疑応答を行い、修正点を明らかにし、
各自修正を行った。その際、用語の統一や方向性の確
認を行い各自のレポートのブラッシュアップをはかっ
た。小冊子は単なる学生のレポートを寄せ集めたもの
ではなく、全体を通して論理的な構成をなすものであ
る。そのためどういう内容のものにするか、章立てを
グループ内で話し合わせた。そして適切な序論と結論
を付し一冊の冊子として編集させた。
　Step3「課題レポート→発表準備」は、講義回数 2
回（スタディ・スキルズ習得 2）で、小冊子のレジュ
メを作成し、スライドおよび発表原稿を作成させた。
そして、事前練習では、評価指標をお互いに確認しな
がら声の大きさ、スライドの見え方などをグループ内
で検討、修正を行わせた。
　Step4「課題発表」は、講義回数 4 回（スタディ・

スキルズ習得 3）で、発表→討論→振り返りをさせる
ものである。司会、タイムキーパー、撮影係を決め、
学生たちで運営を行わせた。発表後、質疑応答をさせ、
その後、評価表に沿って自己評価・他者評価をさせた。
評価表の集計を行い、高得点の 2 グループには最終日
に全体に対して発表を行わせた。各グループは、自分
たちの発表動画をみながら発表姿勢、声の大きさなど
を確認するとともに、他者評価をもとにグループで討
論して振り返りを行った。
　以上、初年次セミナーⅡは、I に比べ、グループワー
クの回数を 3 回から 8 回に増やし、「発表」「討論」を
強化するスキルを追加し、難易度を上げる構成にした。
また、協働学習を進め、かつ各自が役割を分担し主体
的な学びに繋ぐため 16，17）、一つの課題についてグルー
プで小冊子を協働編集・作成し、全員で発表するとい
う授業設計にした。この手法は、グループワーク活動
に対して「手抜き」18）を行うフリーライダー 19）をなく
すことにもつながる。

３）初年次セミナーⅠ・Ⅱにおけるポートフォリオ
　　作成
　初年次セミナーⅠ・Ⅱにおいて、「成長過程の確認」

「自己分析・自己認識・自己発見」20）のためすべての過
程において、ポートフォリオを作成し講義で学んだ知
識の振り返りを行わせた。それぞれの Step で、スタ
ディ・スキルズを駆使し、そのレベルに応じたリフレ
クションを行い、次の段階へと進めていった。そのため、
毎回の講義後に振り返りをさせて、ポートフォリオを
提出させた。提出期日・時間を設けて時間管理や基本
的な約束を順守するよう指導した。さらに、教員から
のコメントに対する修正や返答、ポートフォリオの整
理について、教員は個別に指導を行った。
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図 3　初年次セミナーⅡ　講義概要（A）と内容（B）
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Ⅲ．初年次セミナーⅠ・Ⅱの授業評価

　授業評価には大学の授業評価アンケートを用いた。
学習到達度自己評価を表 1 に示す 21, 22）。
　初年次セミナーⅠ・Ⅱの学生の到達度評価は、5 段
階評定（「全くそうでないと思う：1 点」～「かなりそ
うだと思う：5 点」）で、「自分なりに目標を達成した」
は、初年次セミナーⅠの平均点 4.1 点、Ⅱは 3.9 点、「知
識を確認、修正したり、新たに得ることができた」は、
初年次セミナーⅠ・Ⅱそれぞれ 4.3 点・4.1 点、「事象
を理解する視点や考え方を得ることができた」は 4.1
点・3.9 点、「コミュニケーション力や表現力を高める
ことができた」はともに 4.2 点であった。到達度評価
を「かなりそうだと思う」、「わりにそうだと思う」、「ま
あまあそうだと思う」という肯定的な評価は、すべて
の項目で 90％以上であった。しかし、「かなりそうだ
と思う」と回答したものは、初年次セミナーⅠに比べ
Ⅱの割合が低下していた。
　次に学習量の評価を表 2 に示す。

　「授業に参加するために、1 回 30 分程度以上の準備」
が 0 回であったと回答したものは、初年次セミナーⅠ・
Ⅱそれぞれ、10.5％・10.8％であった。「授業を振り返
るために、1 回 30 分程度以上の復習」が 0 回と回答し
たものは、それぞれ 16.2%・19.6％と初年次セミナー
Ⅱの方が予習復習をしていない学生が多くみられた。
また、「授業に参加するために、1 回 30 分程度以上の
準備」を 4 回以上行ったものは、初年次セミナーⅠ・
Ⅱそれぞれ 61.9％・54.9％で、「授業を振り返るために、
1 回 30 分程度以上の復習」を 4 回以上行ったものは、
それぞれ、44.8％・32.4％で、初年次セミナーⅠに比
べⅡの方が、予習・復習ともに回数が少なく、復習よ
りも予習の回数が多い傾向がみられた。
　図書館等の利用状況について表 3 に示す。
　「図書館の図書、雑誌を利用した」は、初年次セミナー
Ⅰ・Ⅱそれぞれ 94.3％・92.1％、「CiNii など図書館か
ら利用できる学術データベースを検索し、利用した」
は、それぞれ、93.3％・91.2％、「インターネットのホー
ムページを検索し、利用した」は、それぞれ 93.3％・
93.1％であった。いずれも高い利用率であった。

表１　初年次セミナーⅠ・Ⅱの到達度自己評価

表 2　学習量の評価
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Ⅳ．考察

１．大学授業評価アンケート
１）到達度自己評価
　大学の授業評価アンケートから学生の到達度評価
は、平均得点も高く、概ね目標に到達していることが
わかった。初年次セミナーが、学生の学びに一定の効
果を示したと考えられる。加えて、将来の進路への動
機づけとして臨床看護師や 4 年生の話を講義に取り入
れたことで、臨床現場や進路に対する多くの質問や、
課題レポートに看護・健康に関するものが見られ、学
生が講義に興味関心を示した様子が窺えた。
　初年次セミナーⅡの到達度をみると、到達度は初年
次セミナー I よりも低かった。特に初年次セミナーⅡ
では、「発表する」、「討論する」力を強化するためにプ
レゼンテーションを取り入れ、「コミュニケーション力・
表現力」の到達度自己評価の上昇を期待した。ところ
が、「かなりそうだと思う」と回答する割合は、初年次
セミナーⅡがⅠよりやや低くプレゼンテーションを導
入した効果は認められなかった。初年次セミナーⅡに
は、スライドを用いた発表・討論が含まれており、コミュ
ニケーションが苦手な学生にはハードルが高かったと
思われる。
　初年次セミナー I にグループワークを利用し、話す・
聴く機会を増やしⅡに繋ぐ必要がある。
２）学習量の評価
　学習量の評価をみると、初年次セミナーⅠに比べⅡ
の方が自己学習した回数が減少している。初年次セミ
ナーⅡは、後期科目である。同時期に看護技術などの
演習科目が開講され、他科目の課題も増えたことで、
学生の負担感が増し、予習・復習の回数が減少した可
能性がある。また、0 回と回答する学生が 10% から

20% 程度おり、看過することはできない割合であった。
グループ間での学修を通して、予習・復習をする習慣
を定着させていく必要がある。

３）図書館等の利用状況
　図書館利用率は、到達度 90% 以上と高かった。これ
は、講義に図書や雑誌の検索演習を行い、課題にそっ
てレポートを書くために、図書や雑誌を活用したり、
論文を検索したりするように指導した成果と思われ
る。しかし、インターネットを利用し、資料価値の低
いブログなどを文献として持参する学生がいたり、イ
ンターネット上の記事をコピー＆ペーストしてレポー
トを作成する学生もいた。そのため、信頼性の高い資
料や質の良い文献を選ぶスキルや研究倫理についても
繰り返し指導する必要がある。

２．ポートフォリオ作成
　ポートフォリオ作成は、学生のモチベーションを高
め、自立・自律させることにより、将来の目標を定め
るきっかけをもたせることにあり、そのツールとして
有効であるといわれている23）。担当教員はポートフォ
リオ作成指導やポートフォリオ提出に対してコメント
を行い、個別指導を行っている。ポートフォリオの導
入は途中でのフィードバックが重要であり、学生が自
分の学びや学び方を振り返ることができるような介入
を意図して行うことは、学修の動機づけにも繋がって
いると考える。
　しかし、今回は大学授業評価アンケートを用いた検
討であるため、結果をそのまま改善に反映させること
には繋がらない。今後、学科で初年次セミナーの評価
を行うための指標を検討する必要がある。

表 3　図書館利用状況
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Ⅴ．おわりに

　2018 年度から、初年次教育である初年次セミナーが
全学的にスタートした。初年次セミナーで強化したス
タディ・スキルズは、今後の看護基礎教育の基盤とな
るもので、看護学科では、学生に将来的に求められる
学問的職業的スキル、特に「書く力」、「考える力」に
重点をおいた。今後は初年次セミナーのプログラムの
効果を評価する指標を検討し、「書く力」「考える力」
を育てるための指導内容と指導法の改善を行っていき
たい。
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Efforts of First-Year Education in the Department of Nursing
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＜Abstract＞

     In 2018, a first-year education program (first-year seminars) was investigated and then 
implemented throughout the college.  The present report is in regard to this program.
     In the first-year seminars, the fundamentals of study-skills were learned and then reinforced for 
first-year students.  In addition, the seminars include career designs for nursing professionals and 
items providing motivation for future career paths.  A small-step method was used for acquiring 
study skills, and the amount of text in the reports and the difficulty of the included problems had 
been increased.  In the students’ self-evaluations regarding achievement, at least 90% reached their 
targets.  In addition, the rates of the use of libraries and other facilities have increased.  In the 
future, it will be necessary to examine the evaluation indices for education programs.

Keywords: first-year education, study-skills, information literacy, nursing education, small step

＊　   Department of Nursing, Faculty of Health and Welfare, Seinan Jo Gakuin University




